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■ 藤井
���

啓吾
���

流通科学大学学長・人間社会学部教授。1979年京都大学法学部卒業。1987年米国ワシントン大学（州立）School of Law修士課程修了（LL.M.

法学修士）。1979年４月日本長期信用銀行（現SBI新生銀行）入行、2001年４月流通科学大学サービス産業学部助教授、2020年４月より現職。
専攻は民事法。主著として『国際ネゴシエーションと契約』（共著）。

■ 西村
����

浩二
���

広島大学情報メディア教育研究センター長／財務・総務室情報部長。1991年広島大学大学院工学研究科博士課程前期修了。1991年全日空シ
ステム企画株式会社、1994年広島大学総合情報処理センター助手、2007年同大情報メディア教育研究センター准教授を経て、2011年同教授。
博士（工学）。情報セキュリティ、クラウドコンピューティングに関する研究、情報処理安全確保支援士／情報セキュリティ監査人補として、
CSIRT活動、ISMS/ISMS-CLS認証の取得・維持活動に従事。

■ 山田
���

政寛
����

九州大学基幹教育院准教授（大学院人間環境学府・ラーニングアナリティクスセンター兼任）。NTTコムウェア株式会社、東京工業大学大学院
社会理工学研究科、日本学術振興会特別研究員、東京大学大学院情報学環ベネッセ先端教育技術学講座、金沢大学　大学教育開発・支援セン
ターをへて現職。2021年９月よりUniversity of Michigan, School of Information Visiting Scholar（2022年８月まで）。博士（学術）（東京工業大学）。
共著として「デジタル教材の教育学」（東京大学出版会）、共編著として「教育工学選書7インフォーマル学習」（ミネルヴァ書房）などがある。
情報処理学会、日本教育工学会、IEEE ICALT 2015などから数々の研究賞を受賞。

■ 塙
���

雅典
����

山梨大学教育統括機構大学教育・DX推進センターセンター長。1967年千葉県生まれ。1995年埼玉大学大学院理工学研究科博士後期課程修
了。博士（学術）。1995年山梨大学工学部助手。2002年山梨大学工学部助教授。2014年山梨大学工学部教授。2015年山梨大学教育国際化推
進機構大学教育センターセンター長。2023年山梨大学教育統括機構大学教育・DX推進センターセンター長。

■ 吉野
���

知義
����

神田外語大学学術・研究支援部ゼネラルマネージャー。1988年図書館情報大学（現筑波大学）を卒業。その後、丸善株式会社（現丸善雄松
堂株式会社）、武蔵工業大学（現東京都市大学）などに勤務し、システム導入や連携の、また電子資料や電子書籍サービスの企画・運用な
どの学術情報流通に携わる。2012年より神田外語大学にて図書館、学長室、IR推進室、教務部を経て、2020年から現職となり、コロナ禍
によるオンライン授業支援や学内全体のDX推進を実行するInnovation KUISプロジェクトのリーダーを兼任しPlusDX補助事業を担当。

■ 田代
���

雄三
����

日本経済大学業務推進部長・国際部長・マーケティングコース長・准教授。2005年早稲田大学第一文学部卒業。大手教育企業・専門商社
での勤務を経て2020年より現職。教育DX、デジタルマーケティング、海外大提携・交流等を担当している。

■ 星野
���

聡孝
����

大阪公立大学国際基幹教育機構教授、教育学修支援室教育支援系システム部門長、高等教育研究開発センター副センター長。1994年京都大学
大学院理学研究科博士後期課程研究指導認定、退学。博士（理学）。京都大学大学院理学研究科助手、大阪府立大学総合教育研究機構助教授を
経て、2008年より同大学教授（物理学分野）。また、2007年からは同大学高等教育開発センターにて、ｅポートフォリオを活用した学習支援・
教育改善の取組みなどに従事。2022年より現職。

■ 三好
���

雅之
����

鳥取大学教育支援・国際交流推進機構高等教育開発センター准教授。鳥取大学教育支援・国際交流推進機構高等教育開発センター准教授。博
士（保健学）。専門は教育工学、医療者教育、救急医療。これまでに鳥取大学医学部附属病院救命救急センター看護師、鳥取大学医学教育学講
座助教を経て現職。2019〜2020年University of Hawaii Learning Design and Technologyへ留学（Visiting Scholar）。日本医療教授システム学会、日
本医学教育学会、日本教育工学会等の会員。

■ 石井
���

和也
���

宇都宮大学大学教育推進機構基盤教育センター准教授、同センター副センター長、教学マネジメント企画室副室長、ラーニングサポートオフ
ィス長、Plus-DX推進チーム。京都大学経済学部卒業、同大学院文学研究科博士後期課程研究指導認定退学。京都大学非常勤講師、京都産業
大学学習支援担当職員を経て、2017年宇都宮大学基盤教育センター特任助教、2020年准教授。

■ 大西
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淑雅
����

九州工業大学情報統括本部情報基盤センター准教授。DX推進室・ICT利活用教育研究基盤運用室に所属。教育高度化本部学習教育センター兼
任。1989年３月九州工業大学工学部卒業、1989年４月情報科学センター助手、2003年４月ｅラーニング事業推進室（情報科学センター）講
師、2012年４月学習教育センター講師、2017年４月学習教育センター准教授、2022年５月情報基盤センター准教授。現在の研究分野は、学
習支援システム、ｅラーニングシステム、工学士（九州工業大学）

■ 関沢
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和泉
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東日本国際大学高等教育研究開発センター教授・副センター長、電算室室長。フランスパリ第７大学（大学名は当時）博士課程（理論・記述・
機械言語学）修了。専門分野は言語に関する諸学問（論理学を含む）と数に関する諸学問からなる自由学芸の歴史。東日本国際大学で教育改
善の活動を進める。

■ 吉野
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孝
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和歌山大学システム工学部副学部長・データ・インテリジェンス教育研究部門長・教授。博士（情報科学）。1992年鹿児島大学工学部電子工
学科卒業。1994年同大学大学院工学研究科電気工学専攻修士課程修了。1995年同大学工学部助手。2001年和歌山大学システム工学部助手。
2004年同大学助教授。2013年同大学教授。現在に至る。コミュニケーション支援およびビッグデータの社会的応用に関する研究に興味を持
つ。

■ 西村
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竜一
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和歌山大学データ・インテリジェンス教育研究部門講師。1999名古屋大学工学部卒業。2001奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科博
士前期課程修了。2004同大学院博士後期課程修了。博士（工学）。同年和歌山大学システム工学部助手。2007同助教。2019和歌山大学デー
タ・インテリジェンス教育研究部門講師。音情報処理、ヒューマンインタフェースの研究に従事。日本音響学会、電子情報通信学会、情報処
理学会、教育システム情報学会、ヒューマンインタフェース学会各会員。

■ 三浦
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浩一
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和歌山大学データ・インテリジェンス教育研究部門講師。1999年大阪大学工学部卒業。2001年大阪大学大学院工学研究科博士前期課程修了。
2003年同博士後期課程中退。同年和歌山大学システム工学部助手。2007年同助教。2016年大阪府立大学大学院工学研究科博士後期課程修了。
博士（工学）。2019年和歌山大学データ・インテリジェンス教育研究部門講師。コンテンツ指向ネットワーク、脳活動分析の研究に従事。

■ 田村
���

宏樹
���

宮崎大学工学教育研究部電気電子工学プログラム担当教授、学び・学生支援機構数理・データサイエンス部門部門長。2000年宮崎大学工学研
究科修了、2000年旭化成工業株式会社入社、2001年富山大学工学部知能情報工学科教務職員。2006年宮崎大学工学部電気電子工学科助手、
2011年准教授、2015年宮崎大学工学教育研究部環境ロボティクス学科教授、現在に至る。専門はソフトコンピューティング、生体情報処理、
医工連携研究を主としている。

■ 秋山
����

博臣
����

宮崎大学教育学部理科教育（物理学）教授、学び・学生支援機構数理・データサイエンス部門会議副委員長。前数理・データサイエンス部会
長。

■ 児玉
���

真理英
���

宮崎大学学び・学生支援機構数理・データサイエンス部門技術補佐員。

■ 前田
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長子
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大正大学総合学修支援機構DACトランジション教育チーム副チーム長・教授。1990年同志社大学文学部卒業。民間企業勤務（2019年９月ま
で）。2020年４月の総合学修支援機構DACの立ち上げ時に前期共通教育のデータサイエンス教育プログラムのスタートに携わった。現在は地
域戦略人材の育成を目指し令和５年度から本格始動するⅢ類のアントレプレナーシップ教育プログラムの準備にも取り組んでいる。
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＊本欄はお書きいただいた資料からできるだけ統一し、掲載しました。


